
坪
内
逍
遙
の
比
照
文
学
と
兄
弟
文
学

I

H

・
M

・
ポ

ズ
ネ

ッ
ト

の
受
容

1

平

辰

彦

坪
内

逍
遙

(
一
八
五
九
ー

一
九

三
五
)

は
、
明
治

二
十
年

代

の
は
じ

め

に

「
比
照
文
学
」

と
題

し

て
日

本

で
初

め
て
比
較
文
学

の
講
義
を
早
稲

田
大
学

の
前

身

で
あ
る
東
京
専
門

学
校

で
お

こ
な

っ
て

い
る
。

こ

の
講
義

は
、

ハ
チ

エ
ソ
ン

・
マ

コ
ー

レ
ー

・
ポ

ズ
ネ

ッ
ト

(
一
八
五
五
-

一
九

二
七
)

の

『
比
較
文

学
」
(
O
o
ヨ
b
鋤
民
餌
鉱
く
Φ
い
津
Φ
同
鋤
ε
『
Φ
)

の

「
要

点

ヲ

抄

譯
」
し

て
、

そ

の

「
文
学
論
」
を

土
台

に
し

て
行

な
わ
れ

た
こ
と
が

、
そ

の

「
緒
言
」

に
よ

っ
て
わ

か

る
。今

日
、

こ

の
講

義
録

は
、
早
稲

田
大
学
図
書
館

に

所
蔵
さ
れ

て

い
る
が
、
そ

の
翻
刻

は
井

上
英
明

・
富

田
仁

両

氏

の
共
編

に

よ

っ
て

『
比
較

文

学
年

誌
』

(
早
稲

田
大
学

比
較

文
学
研

究
室

紀
要

、
昭
和

四
十

年
十

一
月
刊
)

の
第

二
号

に
所
収

さ
れ

て
い
る
。

し
か
し
こ

の
講
義
録

の

一
部

は
、

す

で
に
明
治

二

十

三
年

(
一
八
九
〇
)

三
月

に
中
村
石
郎

の
寄

贈

に

よ

っ
て

『
山
形
縣

共

同
会
雑

誌
』

(第

四
号
)

に
掲

載

さ
れ
、
高
山
樗
牛

や
畔

柳
芥
舟
ら

に
大

き
な
影
響

を
与

え
た
。

逍
遙

は
、

こ
の
講
義

を
通
し

て
自

己

の

「
管
見

ノ

文

学
」

を
確
立

し
よ
う
と
し

て
い
た
が
、

同
時

に
ポ

ズ
ネ

ッ
ト
の
著
書

を
通
し

て
わ
が
国

の
文

学
と
外
国

文

学

の
作

品

を
比

較

対
照

し

て
文

学

の

〈
対

比
研

究

〉
を
実
践

し
て

い

っ
た

の
で
あ

る
。

特

に
明
治

二
十
三
年

の
三
月

よ
り
五
月

に
か
け

て

『
読
売
新
聞
』

に
掲
載

さ
れ

た
逍
遙

の

「
兄
弟
文
学
」

は
、
そ

の

〈
対

比
研

究
〉

の
嚆
矢

の
評
論

で
あ
り
、

そ

の
方
法
論

を
ポ
ズ
ネ

ッ
ト
の
著
書

か
ら
逍
遥
が
得

た

こ
と

は
明

ら
か

で
あ

る
。

以
下
、

こ

の

「
兄
弟
文
学
」

を
通

し

て
逍
遥

の
ポ

ズ
ネ

ッ
ト
受
容

の

一
面
を
さ
ぐ

っ
て
み
た

い
。

こ

の
評
論

は
、
明
治

二
十
三
年

三
月

二
十
七
日

に

は
じ

め
て

「
読
売

新
聞
」

(第

四
五

八
六
号
)
紙

上

に
掲
載

さ
れ

る
が
、

そ

の
冒
頭

で
逍
遙

は
、
次

の
よ

う

に
述

べ
て
い
る
。

ふ
た
こ

の
似

た
る
は
更

に
も

い
は
ず

ま
こ
と

の
兄

弟

の
似
た

る
も

を
か
し
か
ら
ず
当
然

の
こ
と
な
れ

ば

な
り
他
人

の
そ
ら
似

こ
そ

い
と
ど

目
に
留

る
も

の
な
れ
:
…
・

こ

の

一
文

か
ら
逍
遙
が

「
兄
弟
文
学
」

で
試

み
た

〈
対
比
研
究
〉

は
類
似

点

よ
り
も
相

違
点

に
重

点
を

置

い
て
評
論

し
て

い
る

こ
と
が
わ

か
る
。

つ
ま
り
逍

遙

は
似

て
い
て
も

「
他
人

の
そ
ら
似
」

を
強
調
す

る

こ
と

で
結
果
的

に
東

西
文
学

の
基
盤

と
な
る
独
自
性

を
明
確

に
し
た

の
で
あ

る
。

こ
の

「
兄
弟
文
学

」

で
逍
遙

は
、
次

の
四
組

の
東

西
文
学

の
作

品
を
並
べ
、
そ
れ
ぞ

れ

の
梗
概
を
述

べ
、
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各
組
の
作
品
を
比
較
対
照
し
な
が
ら
評
論
し
て
い
る
。

東
1

『西
遊
記
』

①

{

ピ
ル
グ
リ
ム
ス
　
プ
ロ
グ
レ
ス

西
i

『
天

堂

遡

源
』

(
『
天
路
歴
程
』
)

東

1

『
武
蔵
あ

ぶ
み
』

②

{
西
1

『
倫
敦
大
疫
病

の
記
』

東
i

『
四
十

八
癖
』

③

{
西
1

『
若
紳
士

か
た
ぎ
』

東
i

『
南
総
里
見

八
犬
伝
』

④

{
西
ー

『
フ

ヘ
ア
リ
、

ク
井

i
ン
』

(神
嬢

伝
)

次

に
こ

の
各
論

の
要
点

を
簡
単

に
記
し

て
み
よ
う
。

①

で
は
、

呉
承
恩

(
一
五
O
O
ー
八

二
)
作

と
さ

れ

る

『
西
遊

記
』

と
ジ

ョ
ソ

・
バ

ニ
ヤ
ン

(
一
六

二

八
-

八
八
)

の
代

表
作

『天
路

歴
程
』
(
国
膩
『
弓

.
ω

ふ
た

ひ
じ
り

を
し
え

℃
同
o
σQ
『Φ
ω
ω
)

を

逍

遙

は

、

「
双

つ
と

も

聖

人

の
教

を

か
た
ち

種
と

し
て
小
説

の
形
と

せ
る
も

の
」

と
し

て
対
比

し
、

こ
の
二
作

に
は

「
宗
旨

に
か
か
る

ア
ル
レ
ゴ
リ

(寓

意
譚
)
」
が
あ

る
と
語

る
。

②

で
は
、
浅
井

了
意

(
?
ー
ー

六
九

一
)
作

の
仮

名
草
子

「
武
蔵
あ

ぶ

み
」
と
ダ

ニ
エ
ル
、
デ

フ
ォ
ー

(
一
六

六
〇
1

一
七
三

一
)

の

「
倫

敦
大
疫
病

の
記
」

(〉

}
o
霞
口
巴

o
津

げ
①
コ

蝉
σq
二
Φ
網
Φ
鍵
)

と
を
対
比

し

て
、
そ

こ
に

「記
事

文
学
」

の

「相
似

た

る
所
」

を

認

め
る
と
共

に

「
異
な

る
所
」
も
指
摘

し

て
い
る
。

そ

れ

は
、
前

者

が

「
話

の
首

尾
」

を
通

す

た

め
、

「事

実
其
儘
」

を

「
想
像

の
空
談
」

(虚

構
)

で

つ
な

つ
く

い
で

い
る

の
に
対

し
て
、
後

者

で
は
最
初

か
ら

「
仮

り

も
の

作
物
」

(
虚
構
)

で
あ

る
こ
と

を
前
提

と

し

て
書

か

れ

て
い
る
と

い
う

の
だ
。

こ

の
逍
遙

の
両
作

品

に
お

フ
イ
ク
シ
ヨ
ン

け

る

「
虚

構
」

の
果

た
す
役

割

に

つ
い
て
の
指

摘

は
逍
遙

の
小
説
観
を
考
え

る
上

で
き
わ

め
て
貴
重

で

あ

る
。

t

③

で
は
、
式
亭

三
馬

(
一
七
七
五
ー

一
八

二
二
)

の
滑
稽
本

で
あ

る

『
四
十

八
癖
』

と

チ

ャ
ー

ル
ズ

・

デ

ィ
ケ

ン
ズ

(
一
八

一
ニ
ー

七
〇
)

の
写
生
文

で
あ

る

『若
紳

士
か
た
ぎ
』

(ω
犀
Φ
9
げ
①
ω
o
貼
夢
Φ
団
o
§

σq

O
Φ
耳
δ
ヨ
9
口
)

と
を
対
比

し
て
、
双
方
と
も

「専

ら

し

く
み

性
癖
を
主
と
し
て
脚
色
趣
向
を
立
て
」
て

「人
の
弱

よ
む
も
の

所
を
写

し
出

し

て
読
者
を
笑

は
し
む

る
」

と
同
時

に

「
反
省

せ
し
む
」
点

が
両
者

の
類
似

点

で
あ

る
と
述

べ
、
さ

ら
に
そ

の
相
違
点

は
、
前

者
が

「
重

に
問
答

ひ
と
り
ご
と

と
独
言

と
を
も

て
人
物

の
性
癖

を
見

せ
」

て
い
る

の

に
対

し
て
、
後
者

が

「
大
抵
作
者

の
筆

を
用

ひ
て
細

か
く
傍

よ
り
様

子
を
叙
状
す
」

る
点

に
あ

る
と

い
う
。

ひ

し
ん

ま
た
両
作

の
欠
点

は
、
共

に

「
人

間

の
脾
心

に
入
ら

'ず

」
「
煩
悩

の
由

来
」

の

〈
描

写
〉
が

不
十

分

な
所

で
あ

る
と
い
う
。

④

で
は
、
曲
亭

馬
琴

(
一
七

六
七
ー

一
八
四

八
)

の
代
表
作

『南
総

里
見
八
犬
伝
』

と

エ
ド

モ
ン
ド

・

ス
ペ

ン

サ

ー

(
一
五

五

二
?

ー

九
九
)

の
代

表

作

『
妖
精

の
女
王
』

(↓
げ
Φ
「
p
①
鼠
Φ
ρ
ロ
①
Φ
づ
①
)
と
を
対

比

し
て

二
作
共

に

「
着
想

」
が
酷
似

し
て

い
る
と

い

う
。さ

ら

に
逍
遙

は
、

こ

の

「着

想

の
相
似

た
る
」
理

由

を
そ

の
先
行
文
学

の
粉

本

の
相
似

に
よ
る
と
述

べ
、

を
し
へ

前
者
が

「孔
孟
の
教
を
元
と
し
て
仁
義
以
下
八
行
を

な
ぞ
ら
へ

人

に
擬

て
八
犬
士
を
作

り
」
「
我

国

の
戦
国

武
士

を

見

せ
た
る
叙
事

詩
風

の
小
説
」

で
あ

る
の
に
対

し

て
、

後
者

で
は

「
プ

ラ
ト
i
、

ア
リ

ス
ト
ー
ト

ル
に
よ
り

こ

て
十
二
の
美
徳
を
定
め
之
れ
を
十
二
人
の
名
士
に
し

て
が

ら

た
て
て
」

「
中
古
騎

士

の
勲

功
を
見

せ
た

る
寓

意

あ

る
叙
事
詩
」

に
な

っ
て
い
る
と

い
う
。

ま

た
逍

遙

は
、
両
作

を
対

比

し

て
前
者

は
ま
ず

の
ち

「
八
犬

士

の
趣
向
」
が

先

に
あ

り
、
そ

の

「後

に
思

ひ

つ
き
」
「
仁

義
以

下

八
行
」
を

「
人

に
擬

」

て
作

っ
た
の
で
あ

り
、
そ
れ

は

「
全
篇

の
趣
向

の
為
」

に

は
な

っ
て
い
な

い
が
、
後
者

の
発
想

は
ま
ず

「
十

二

の
ち

徳
を
得

て
」
「
後

に
全

篇

を

工
夫
」

し

て

「
全
篇

の

ご
と
ご
と

趣
向

悉

く
寓
意

的
」

に
な

っ
た

の
だ
と

い
う
。

以
上

が
、
「
兄
弟

文

学
」

の
概

要

で
あ

る
が
、
以

シ
エ
イ
ク
ス
ピ
ァ

後

、
逍
遙

は
沙

翁

と
近
松

の
対
比

研
究

を
中
心

に

み
ず

か
ら

の
文
学

観
を
打

ち
た
て
て

い
く
。
そ

の
原

点

に
こ
の

「
兄
弟

文
学
」
が
あ

り
、

そ
れ
が
ポ
ズ

ネ

ッ
ト
の
直
接

の
影

響

に
よ

っ
て
書

か
れ
た
も

の
で
あ

る

こ
と
を
指
摘

し
て
お
く
。
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